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大田区では「18色の緑づくり」を行っており、矢口地区では菜の花とジニア（百日草）を育てています。 矢口トークは「みんなで話し合って、明るく楽しい町づくりをしていきましょう」という意味を込めてつけました。

12月９日(土)13時半に多摩川小学校の教員、たまサポ、

たまパパ、おやじの会、および地域のサポーターが多摩川

小学校の正門に集結し、「武蔵新田商店街を元気にしよう

大作戦」を展開しました。

３年生が作成した旗が80枚、商店街の街灯に取り付けら

れました。脚立に登る人、支える人、歩行者を誘導する人、

皆の協力を得て武蔵新田の駅から商店街を飾る旗が取り付

けられました。

この活動は、大田区商店街戦略的PR事業費補助金と矢口

地区自治会連合会協力金により実現できました。子どもた

ちが地元商店街の現状を理解し、自分たちにできることを

考え、人の役に立ちたいという志を育てたい、地域に愛着

をもち試行錯誤しながら、課題解決に向けて楽しみながら

学ぶことができ、また友だちとかかわりながら互いの考え

のよさを認め合い、実現に向けて協力しあえたことは、大

変喜ばしいことです。

この多摩川小学校の児童たちの願いが叶い武蔵新田商店

街が元気になることを願います。

多摩川小学校の取り組み 武蔵新田商店街を元気にするプロジェクト

「クイズで脳トレ」認知症予防講座
～ザ・リバープレイス自治会～

＜編集後記＞ 何かと「税」のニュースが多かった昨年

の漢字は「税」でした。今年はオリンピック年なので、最

有力候補は「金」でしょうか。「金」メダル、

「金」字塔などが期待されますが、いずれに

しても前向きで明るい話題から選ばれてほし

いものです。(阿部 雅之)

認知症予防において新しいことや楽しいことに触れたり、外出するこ

とで脳に刺激を与えることが大切です。

11月12日(日)「秋のリバプレの日」の一環として認知症介助士、新田

英生氏を迎え「クイズで脳トレ」認知症予防講座を開催しました。

第一部では大人、第二部では子ども、それぞれ20名が参加。参加者全

員で思いつく果物の名前を言い尽くすまで続ける

ゲームや最初の人が「単語」をジェスチャーで次

の人に伝え、最後の人がその単語を発表する連想

ゲームなどが行われ、思い出す力や考える力を刺

激し、脳トレにとても効果的であると感じました。

(安達 徹也)

全国民生委員児童委員連合会会長表彰

・永年勤続民生委員・児童委員表彰

森 英男(今泉自治会)

第73回“社会を明るくする運動”

民間協力者感謝状

・東京都推進委員会委員長感謝状

今泉自治会

下丸子四丁目町会

社会福祉法人徳心会 いずみえん

・東京保護観察所長感謝状

北嶋 和忠(下丸子四丁目町会)

大田区青少年対策地区委員会

永年功労者表彰

吉田 美園(シエルズガーデン自治会)

矢口シニア健康サロン2023
11月16日(木)矢口地区自治会連合会主催のイベントに参加

しました。矢口特別出張所で「認知症と物忘れの違い」の講

演が社会福祉法人徳心会いずみえんの川見駿斗氏からありま

した。７月号にも同じ講演の記事を矢口トークに載せました

のでご覧ください。早い時期に認知症と分かり治療する事で、

進みを抑えることが出来るようです。講演の後は矢口区民セ

ンター体育室に移動し、エリアごとに体験をしました。

スポーツエリア：①輪投げ ５メートルの距離から投げ、輪

が入った得点を競うゲーム②カーレット カーリングを小さ

くしたようなゲーム。指に挟んで押し出し、近くに寄せ、２

チームで競うゲーム。どちらのゲームも誰でも出来、シニア

クラブ会員の指導のもと楽しそうに何度も挑戦していました。

お楽しみエリア：①脳トレではプリントの漢字、計算等チャ

レンジ②国際交流員の英国の女性と英語のカードゲーム及び

国際都市おおた大使の男性によるインドネシアのじゃんけん

ゲーム。

健康測定エリア：血管年齢検査、

骨密度測定、べジチェック(野

菜の摂取量測定)

切手整理等のボランティア活

動など会場は久しぶりの交流会

場となり和やかに会話し、体を

動かし楽しそうでした。

11月５日(日)東京文化財ウィーク2023の一環として延命

寺にて双盤念仏の第８回特別公開が行われました。この

「双盤念仏」は東京都23区で唯一無形民俗文化財に指定さ

れています。今回は「双盤念仏」を次世代に継承するため

にも、地域の小・中学生にも鉦(かね)叩きを実際に体験し

ていただきました。

講堂で、主催者の矢口地区自治会連合会会長山本幸男氏

の開会挨拶で始まり、大田区教育長小黒仁史氏に祝辞を頂

きました。引き続き、主任学芸員田島太良氏による文化財

についてと今泉延命寺双盤念仏の歴史などの講話がありま

した。また、鉦叩き体験のため手拍子で練習を行いました。

その後、本殿にて大田区長鈴木晶雅氏の祝辞後、延命寺

樋口威道住職の礼讃に続いて演奏が行われました。鉦や太

鼓の迫力ある音を感じつつも、落ち着いた雰囲気を味わう

ことが出来ました。

最後に小・中学生を含め

た５組15名が鉦叩き体験を

行い、練習の成果が出て上

手に叩けたようです。これ

で少しでも双盤念仏に興味

を持って頂けると幸いと思

いました。

二十一世紀桜まつり

日時 令和６年３月24日(日)

午前10時～午後３時

会場 矢口特別出張所・矢口区民センター

★フリーマーケット出店者募集★

対象 ①矢口特別出張所管内在住・在勤

で18歳以上(１世帯１区画のみ)

②３月10日(日)開催の出店者説明会に

参加できる方

出店料 500円 申込期限 ２/13(火)必着

申込方法 往復はがき(抽選)

※詳細は回覧チラシや

掲示板、ホームページを

ご確認ください。

餅つき大会が行われました

10月14日(土)「自分の命は自分で守ろう」、講師は奥田

悦子先生。このセーフティ教室は、矢口地区の６自治会・

町会が支援し毎年開催しています。

講義は火事の時に①ストップ＆ロール(止まる＆転がる)

走って逃げると火が空気を吸って燃え上がるので、止まり

転がって身体についた火を消す②タッチ(触る)逃げる時に

姿勢を低くしドアノブには触らないで手の甲を使いドアに

タッチ。手のひらだとドアが熱くなっていると火傷する③

逃げられなかった場合は

床に伏せ声は出さずに音

を立てる。生徒達は楽し

そうに指示通りに走り回っ

ていました。基本的なこ

とを体験しながら学ぶこ

とは大事ですね。

多摩川小学校２年生の
セーフティ教室

集合写真

講義中の様子

健康測定エリア

受賞おめでとうございます

12/3下丸子四丁目町会

餅つき風景

大盛況の会場

12/10 矢口北町会

講座の様子

辰年の新春を恙無くお迎えのこととお慶び申し上げます。

日頃は矢口地区自治会連合会の事業行事にひと方ならぬご理解

とご協力を賜り、有難く厚く御礼申し上げます。

誠に残念な事柄でありますが、令和６年辰年の新春は元日から暗転に包まれ

て過ぎ去ろうとしています。元日には「能登半島地震」が、また翌２日には羽

田空港において「日航機の炎上事故」と連日の災害情報に接し暗澹たる気持ち

に陥りました。巨大な天災と人災の同時来襲は、私の人生における記憶にない

出来事でした。被災者の皆様方に衷心からお見舞い申し上げる次第です。

さて、４年前に端を発した新型コロナ感染症は、昨年５月に感染症分類上の

位置づけが第２類から季節性インフルエンザ並みの第５類に移行されました。

これを機に、社会を取り巻く環境はコロナ発生前の日常、すなわち普通の生活

を早く取り戻そうとする動きが活発になりました。それ迄は、「ステイホーム」

が優先する日常を過ごしてきた私たちにとっては一転しての環境の変化でした。

４年間に及ぶ自治会活動の停滞は、私たちを取り巻く環境に少なからず影響を

及ぼしたことを肌身に感じつつ、安全・安心な「アフターコロナ」の環境実現

に向け、地に足をつけて歩み始めたところです。

また、昨年は地球温暖化を直接肌で感じた記録すべき年となりました。国連

総会において、グテーレス事務総長から「地球は沸騰時代に入った」との人類

に喚起を呼び起こす発言が飛び出しました。海水の温暖化が進んだことにより

魚類の生息域に変化が生じて、私たちの食卓にも変化の兆しが見え始めていま

す。また、温暖化に影響を及ぼすとされる温室ガスの低減策として、代表的な

例として牛肉から大豆ミートへの転換が海外において急速に進みつつあるとの

情報があります。我が国では古来四季を貴び、夫々の季節に合わせて工夫し行

動して、世界に誇れる「日本文化」を築いてきました。１年間で最も穏やかで

過ごしやすい「春」と「秋」が短くなるのは誠に寂しい限りです。さて今年は

どのような１年になるのでしょうか。気がかりなところです。

今年は待ちわびた「第13回二十一世紀桜まつり」開催に向けて準備を進めて

います。コロナ禍で３年、コロナ感染対策を講じて屋外での開催を計画し

た第12回は降雨で中止と計４回の中止を経て、会場を矢口特別出張所及び区民

センターに移して３月24日(日)に開催します。～絆・深めよう！広げよう！～

を合言葉にご来場の皆様方にお喜び頂けるよう知恵を絞っております。

ご来場に際しては、地域の足「たまちゃんバス」の利用をお勧めします。

終わりに当たり、各位のご健勝とご多幸を祈念して年頭の挨拶といたします。

賑わう会場

石臼での餅つき

児童が作成した旗 旗が飾られている商店街

皆様 新年おめでとうございます
矢口地区自治会連合会会長 山本幸男

令和５年度
「双盤念仏」特別公開


